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三ヶ尻隆雄議員

総合発展計画

豊
間
根
地
区
３
橋
の
補
修
計
画

機
能
回
復
と
地
震
対
策
を
考
慮

住民協働

住
民
協
働
推
進
室
の
今
後
の
日
程
は

７
月
を
め
ど
に
指
針
・
原
案
を
ま
と
め
る

町の考えを聞く

質
問

町
第
八
次
総
合
発
展

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

①
平
成
二
十
二
年
の
人
口
を
一

万
九
千
百
五
十
四
人
と
予
測

し
て
い
る
が
、
大
き
な
誤
差

が
生
じ
、
交
付
税
の
減
額
な

ど
で
計
画
へ
の
影
響
は
。

②
「
ふ
る
さ
と
農
道
桜
野
線
」

の
整
備
が
計
画
に
な
い
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

③
豊
間
根
地
区
三
橋
の
補
修
事

業
の
計
画
内
容
は
。

沼
崎
町
長
　

①
総
合
発
展
計
画
に
お
け
る
平

成
二
十
二
年
度
予
測
人
口
は
、

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
基
づ

い
て
推
計
し
て
お
り
誤
差
は

少
な
い
。
交
付
税
減
額
に
つ

い
て
は
、
む
し
ろ
平
成
十
九

年
度
か
ら
の
新
た
な
「
三
位

一
体
改
革
」
に
よ
る
影
響
を

心
配
し
て
い
る
。

②
本
路
線
は
、
平
成
十
三
年
度

に
「
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整

備
事
業
」
で
実
施
段
階
ま
で

進
ん
だ
が
、
一
部
地
権
者
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
中
止
し
た
。

今
後
は
、
用
地
確
保
を
含
め

た
整
備
方
法
や
有
効
な
事
業

導
入
を
改
め
て
検
討
す
る
。

③
本
年
度
は
調
査
設
計
を
実
施

し
、
来
年
度
か
ら
年
次
計
画

で
石
峠
橋
、
島
田
橋
、
中
村

橋
の
順
に
行
う
。
補
修
の
概

要
は
機
能
回
復
と
地
震
対
策

を
考
慮
し
た
計
画
で
あ
る
。

質
問

住
民
協
働
は
本
町
が

単
独
で
進
む
た
め
に
は
避
け
て

通
れ
な
い
大
事
な
事
業
で
あ
る
。

新
た
に
設
置
し
た
住
民
協
働

推
進
室
の
今
後
の
日
程
は
。

ま
た
、
仮
称
「
住
民
協
働
条

例
」
あ
る
い
は
「
住
民
協
働
推

進
委
員
会
」
の
設
置
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

住
民
協
働
推
進

室
は
、
現
在
、
町
内
自
治
会
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
な
ど
の
活

動
内
容
、
他
市
町
村
の
住
民
協

働
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
七
月
こ
ろ
を
め
ど

に
整
理
・
検
討
を
行
い
、そ
の
後
、

住
民
協
働
推
進
の
指
針
原
案
を

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
町
民

か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
く
検
討

委
員
会
を
組
織
し
て
本
年
度
中

に
は
計
画
を
策
定
し
た
い
。

仮
称
「
住
民
協
働
条
例
」

「
住
民
協
働
推
進
委
員
会
」
の

内
容
に
つ
い
て
は
良
く
分
か
ら

な
い
が
、
特
に
条
例
を
制
定
し

事
業
を
実
施
す
る
予
定
は
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
関
係
課
や

団
体
・
住
民
と
協
議
・
検
討
す

る
委
員
会
は
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

新たな時代のまちづくりを考える地域懇談会
が各地区で開催されました（船越地区）

来年度改修予定の石峠橋

…コーホート要因法
将来人口を推計する手法で、コーホート

（ある年齢層のかたまり）ごとの生存率や
出生率などによって求めます。

こ と ば


